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2015年 7月 29日 
 

日産自動車、2015年度第 1四半期決算を発表 
－当期純利益は 1,528億円を計上－ 

 

2015年第 1四半期連結決算 
(東京証券取引所届出 ‐ 

中国合弁会社に持分法を適用) 注 1 

2015年度第 1四半期 前年比 

売上高 2兆 8,994億円 
（239億 US ドル、216億ユーロ） 

+17.6% 

営業利益 1,937億円 
（16億 US ドル、14億ユーロ） 

+58.0% 

経常利益 2,159億円 
（18億 US ドル、16億ユーロ） 

+45.2% 

当期純利益 注 2 1,528億円 
（13億 US ドル、11億ユーロ） 

+36.3% 

2015年度第 1四半期の平均レートである 1US ドル 121.4円、及び 1ユーロ 134.2円を使用しています。 

日産自動車株式会社（本社:神奈川県横浜市西区、社長:カルロス ゴーン）は 29日、2015年度第 1四半
期（4月～6月の 3 ヵ月間）の決算を発表しました。 

2015年度第 1四半期の売上高は、前年同期の 2兆 4,656億円から 17.6%増の 2兆 8,994億円とな
りました。営業利益は、前年同期の 1,226 億円から 58.0%増の 1,937 億円となりました。当期純利益は、
前年同期 1,121億円から 36.3%増の 1,528億円となりました。 

2015年度第 1四半期のグローバル全需が 1.5%増加する中、日産のグローバル販売は 4.4%増の 129
万 4千台となり、市場シェアは 5.7%から 5.9%に上昇しました。 

日産の社長兼 CEOのカルロス ゴーンは、「当社は、今年度最初の 3 ヵ月間で堅実な財務実績を挙げること
ができました。これは主に北米、欧州での、当社主力商品の好調な販売によるものです。現在進行中の商品

攻勢、アライアンス戦略による効果、継続したコスト管理により、当社は通期の業績見通し達成に向けて順調

に歩を進めています」と述べました。 

日産は第 1四半期中に、米国における新型「マキシマ」発売に加え、「NP300 フロンティア」を中南米・カリブ
諸国にも拡大、投入いたしました。「ムラーノ」は、米国道路安全保険協会による車両安全評価で最高ランク

の「トップセーフティーピックプラス」を獲得しました。また、「セントラ」も J.D.パワー社による米国自動車初期
品質調査（IQS）のコンパクトカーセグメントでトップとなりました。 

インフィニティは、J.D.パワー社の IQSで 5位にランクを上げ、最も改善したブランドとして評価されました。
インフィニティの全モデルが各セグメントで平均以上の改善を見せ、「QX70」、「QX80」においてはそれぞれ
のセグメントでトップの座を獲得しました。 

日産は、ルノー・日産アライアンスが開発したコモンモジュールファミリーの適用車種である「キャシュカイ」、

「ローグ」、「エクストレイル」の好調な販売からシナジーのメリットを享受してきました。また日産は、欧州で最

も販売台数の多いアジアのブランドとなりました。 

日産は、第 1四半期も、ゼロ・エミッションにおけるリーダーシップを維持してきました。100%電気自動車
（EV）「日産リーフ」は発売以来、累計 18万台以上を販売しています。また、「e-NV200」により、商用 EVに
おいてもプレゼンスを拡大し続けています。 
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なお、中国合弁会社の業績を比例連結したベースでの 2015年度第 1四半期の売上高は、対前年比
16.0％増の 3兆 1,227億円となりました。連結営業利益は前年同期比 41.0％増の 2,197億円となり、
売上高営業利益率は 7.0％となりました。 

 

2015年度の見通し 

日産は 2015年度のグローバル販売台数について当初の見通しを維持します。米国でのピックアップトラッ
ク「タイタン」や、中国でのセダン「ラニア」を含む数多くの新型モデルの発売を控えていることから、2015年
度のグローバル販売台数は、4.4%増の 555万台を見込んでいます。これはグローバル市場シェア 6.5％
に相当します。 

日産は、2015年 5月に東京証券取引所に届け出た中国の合弁会社を持分法で連結した 2015年度
（2016年 3月期）の業績予想を、引き続き維持します。 

 

2015年度連結決算予想 
（東京証券取引所届出 ‐ 中国合弁会社に持分法を適用） 注 1 

売上高 12兆 1,000億円 
（1,052億 US ドル、931億ユーロ） 

営業利益 6,750億円 
（59億 US ドル、52億ユーロ） 

経常利益 7,650億円 
（67億 US ドル、59億ユーロ） 

当期純利益 注 2 4,850億円 
（42億 US ドル、37億ユーロ） 

                     1US ドル 115円および 1ユーロ 130円で算出 

日産は引き続き、2015年度の通期配当を、前年比 27%増の一株当たり 42円とする予定です。 

 

注 1） 2013年度から中国の合弁会社 東風汽車有限公司の連結方法が変わり、持分法が適用されています。本会計基準では、連結
当期純利益に変化はないものの、連結売上高や連結営業利益には東風の数値は含まれなくなります。 

注 2） 親会社株主に帰属する当期純利益 

 

 
当社決算の詳細については、以下より資料をダウンロード頂けます。 
http://www.nissan-global.com/JP/IR/FINANCIAL/ 
 

以上 

 
お問い合わせ先： 
日産自動車株式会社 グローバルコミュニケーション本部 
Tel: 045-523-5521(企業)/5553(商品)/5520(IR) 
www.nissan-newsroom.com/JP/ （プレス情報） 
www.nissan-global.com/JP/IR/ （IR情報） 
 
 

読者からのお問い合わせ・ご相談は「お客さま相談室」 
0120-315-232 (携帯・PHS対応) 9:00-17:00(年末年始を除く) 
お問い合わせ・ご相談内容につきましては、お客さま対応や 
品質向上のために記録し活用させて頂きます。 



＜2015年度 第１四半期決算 参考資料＞（連結①） 2015年7月29日

日産自動車株式会社
グローバルコミュニケーション本部

売上高      (注1) 28,994億円 (  17.6%) 24,656億円 (  10.4%) 113,752億円 (  8.5%)

日本 10,797億円 (  6.0%) 10,183億円 ( ▲2.7%) 45,160億円 ( ▲6.4%)

北米                15,864億円 (  32.5%) 11,969億円 (  10.4%) 56,153億円 (  16.3%)

欧州 4,493億円 (  1.2%) 4,440億円 (  14.4%) 19,266億円 (  2.4%)

アジア 4,269億円 (  14.9%) 3,716億円 (  19.1%) 17,354億円 (  8.9%)

その他地域 2,814億円 (  18.8%) 2,369億円 (  10.4%) 11,581億円 (  15.9%)

小計 38,237億円 (  17.0%) 32,677億円 (  7.3%) 149,514億円 (  5.8%)

消去 ▲ 9,243億円 - ▲ 8,021億円 - ▲ 35,762億円 -

営業利益    (注1) 1,937億円 (  58.0%) 1,226億円 (  13.4%) 5,896億円 (  18.3%)

日本 857億円 (  50.8%) 569億円 ( ▲24.0%) 2,441億円 ( ▲24.4%)

北米                960億円 (  88.4%) 510億円 (  22.0%) 2,957億円 (  54.1%)

欧州 74億円 (    -    ) ▲ 16億円 (    -    ) ▲ 258億円 (    -    )

アジア 177億円 (  73.7%) 101億円 (  42.9%) 557億円 (  4.5%)

その他地域 3億円 (    -    ) ▲ 91億円 (    -    ) ▲ 189億円 (    -    )

小計 2,071億円 (  93.0%) 1,073億円 ( ▲7.1%) 5,508億円 (  7.1%)

消去 ▲ 134億円 - 153億円 - 388億円 -

経常利益 2,159億円 (  45.2%) 1,488億円 (  29.6%) 6,942億円 (  31.7%)

親会社株主に帰属する当期純利益 1,528億円 (  36.3%) 1,121億円 (  36.7%) 4,576億円 (  17.6%)

1株当たり当期（四半期）純利益 36.44円 26.75円 109.15円

潜在株式調整後１株当たり当期（四半期）純利益 36.44円 - 109.14円

為替レート 121.4円／US$ 102.2円／US$ 109.8円／US$

134.2円／EUR 140.1円／EUR 138.7円／EUR

設備投資      (注2) 739億円 818億円 4,631億円

減価償却費   (注2) 1,003億円 898億円 3,733億円

研究開発費 1,228億円 1,135億円 5,061億円

総資産      173,613億円 145,617億円 170,457億円

純資産 53,473億円 46,313億円 52,473億円

自己資本比率 28.4% 29.4% 28.4%

業績評価

＊中国合弁会社持分法ベース

＊（　　）内は対前年同期増減率

(注1）本邦以外の地域に属する主な国又は地域は以下の通りである  

        （1）北米…米国、カナダ、メキシコ

        （2）欧州…フランス、イギリス、スペイン、ロシア他欧州諸国

        （3）アジア…中国、タイ、インド、台湾他アジア諸国

        （4）その他地域…大洋州、中近東、メキシコを除く中南米、南アフリカ
（注2）設備投資と減価償却費は、ファイナンスリース関連の金額を含む

増収増益 増収増益 増収増益

当第１四半期実績 前第１四半期実績 前年度実績

16年3月期 15年3月期　 15年3月期

 （１）



＜2015年度 第１四半期決算 参考資料＞（連結②） 2015年7月29日

グローバル販売台数（小売）及び生産台数 日産自動車株式会社

グローバルコミュニケーション本部

グローバル販売台数（小売）

  日 本  (軽を含む） 120千台 ( ▲10.0%) 134千台 ( ▲0.5%) 623千台 ( ▲13.3%)

  北 米 486千台 (  8.9%) 446千台 (  12.6%) 1,829千台 (  11.0%)

（内 米国） 369千台 (  5.5%) 350千台 (  14.1%) 1,400千台 (  8.9%)

  欧 州    189千台 (  10.7%) 171千台 (  13.3%) 755千台 (  11.7%)

　アジア 383千台 (  2.6%) 373千台 (  1.2%) 1,585千台 ( ▲2.7%)

（内 中国） 296千台 (  11.3%) 283千台 (  21.1%) 1,222千台 (  0.5%)

  その他 116千台 (  0.2%) 116千台 ( ▲3.1%) 526千台 (  1.9%)

      計 1,294千台 (  4.4%) 1,240千台 (  6.0%) 5,318千台 (  2.5%)

グローバル生産台数  

   日 本 209千台 (  3.7%) 201千台 ( ▲10.8%) 871千台 ( ▲13.0%)

   北 米 451千台 (  0.6%) 449千台 (  19.0%) 1,744千台 (  11.9%)

   欧 州 177千台 ( ▲8.3%) 194千台 (  16.9%) 720千台 (  0.6%)

　アジア 388千台 (  4.2%) 372千台 ( ▲5.5%) 1,631千台 ( ▲5.3%)

  その他 27千台 (  14.3%) 23千台 ( ▲11.9%) 95千台 (  11.2%)

      計 1,252千台 (  1.0%) 1,239千台 (  4.2%) 5,061千台 ( ▲0.4%)

  ＊（　　）内は対前年同期増減率
  ＊グローバル販売台数及びグローバル生産台数の中国・台湾については、1－12月ベースの数字
（注1）2015年1月より小売ベース（小型商用車を除く）
（注2） 前年比は、小売ベースでの比較（小型商用車を除く）
（注3）2014年12月までは卸売ベース
（注4） 前年比は、卸売ベースでの比較
（注5) 重・中型商用車事業売却後調整値
（注6) 米国、メキシコの生産台数
（注7) スペイン、英国、ロシアの生産台数
（注8) 台湾、タイ、フィリピン、インドネシア、中国、インドの生産台数
（注9) 南アフリカ、ブラジル、エジプトの生産台数

連結売上台数

      日 本 114千台 ( ▲11.2%) 128千台 ( ▲1.3%) 590千台 ( ▲15.3%)

      海 外 858千台 (  8.2%) 793千台 (  7.4%) 3,523千台 (  4.8%)

       計 972千台 (  5.5%) 921千台 (  6.1%) 4,113千台 (  1.3%)

連結生産台数

      日 本 209千台 (  3.7%) 201千台 ( ▲10.8%) 871千台 ( ▲13.0%)

      在外連結子会社 736千台 ( ▲0.0%) 737千台 (  10.3%) 2,839千台 (  2.9%)

       計 945千台 (  0.8%) 938千台 (  4.9%) 3,710千台 ( ▲1.3%)

  ＊連結売上台数、連結生産台数は連結財務諸表のベースとなるものである

当第１四半期実績 前第１四半期実績 前年度実績

16年3月期 15年3月期 15年3月期

16年3月期 15年3月期 15年3月期

当第１四半期実績 前第１四半期実績 前年度実績

（注8）

（注9）

（注6）

（注7）

（注2） （注4） （注3）（注3） （注5）（注1） （注5） （注4）

（２）


